
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度総務・地方財政、 

財務係関係予算のポイント 
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この資料における計数は、それぞれ四捨五入しているため、端数において

合計と一致しないものがある。 



 

 

 

 
 

○ マイナンバーカード：市区町村におけるマイナンバーカードの申請・交付体制

整備等を引き続き支援。 

○ 情報通信：Beyond 5G や量子暗号通信・量子インターネットなど先端技術の研

究開発を推進。さらに、「デジタル田園都市国家構想」を踏まえ、光ファイバや

５Ｇ基地局などの地方整備を支援。 

○ 地方自治：自治体ＤＸを推進するとともに、地方の活性化に資する施策を引き

続き実施。 

○ 統計調査：公的統計の総合的な品質向上に向けた体制強化やデジタル化等を推進。 

○ 消防庁：大規模災害への国の対応力強化のため、緊急消防援助隊を充実強化。 

 
総務省予算（地方交付税交付金等、恩給関係費を除く）内訳 

（単位：億円） 

 令和４年度 
当初予算額 

令和５年度 
当初予算額 

対前年度 
増減額 

一 般 会 計 ４，７５９ ３，８２４ ▲９３６ 

 
人 件 費 ６３７ ６１８ ▲１９ 

国 政 選 挙 関 係 経 費 、 

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド 関 係 経 費 等 
２，０７９ １，１６５ ▲９１４ 

そ の 他 経 費 ２，０４４ ２，０４０ ▲４ 

 

情 報 通 信 

地 方 自 治 

統 計 調 査 等 

消 防 庁 

大 臣 官 房 

１，２３４ 

４１９ 

１９２ 

１１０ 

８９ 

１，２３６ 

４２１ 

１９１ 

１１０ 

８３ 

＋２ 

＋２ 

▲１ 

▲１ 

▲６ 

復興特会（復興特別交付税を除く） ５ ４ ▲１ 

 

注１：「地方交付税交付金等」は、主要経費別分類における「地方交付税交付金」及び「地方特例交付金」を指す。 

注２：「国政選挙関係経費、マイナンバーカード関係経費等」は、国政選挙関係経費のほか、マイナンバーカードの発

行や申請・交付体制等の整備等に要する経費、周期統計関係経費（住宅・土地統計調査経費等）など、法令の規

定等により、その施策に要する経費が一時的に計上される予算を指す（いわゆる「特殊要因」）。 

注３：「情報通信」は、国際戦略局、情報流通行政局、総合通信基盤局、サイバーセキュリティ統括官及び総合通信局

を指す。 

注４：「地方自治」は、自治行政局、自治財政局、自治税務局及び自治大学校を指す。 

注５：「統計調査等」は、行政管理局、行政評価局、統計局、政策統括官（統計制度担当）、管区行政評価局及び公害等

調整委員会を指す。 

注６：総務省計上予算に加え、デジタル庁に一括して計上されている情報システム経費のうち、総務省へ移替を行った

上で執行する予算（令和４年度予算額 102 億円、令和５年度予算額 88 億円）を含む。 

注７：計数は、精査の結果異動が生じることがある。 

令和５年度総務省予算のポイント 
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１．マイナンバーカード 

 
令和４年度 

 
令和５年度 

マイナンバーカードの発行、申請・交付体制の整備 1,027.2 億円 ⇒ 507.1 億円 

 ３年度補正予算 

268.3 億円  

４年度補正予算 

64.7 億円 
 

マイナンバーカードの発行事務及び市区町村におけるマイナンバーカードの申請・交付体制整

備や申請サポートの実施等を引き続き支援。 

 

 

２．情報通信  

 
令和４年度 

 
令和５年度 

① Beyond 5G の実現に向けた研究開発 100.0 億円 ⇒ 150.0 億円 

 ３年度補正予算 

200.0 億円 
 

４年度補正予算 

662.0 億円（※） 
 

2030 年頃に導入が見込まれる次世代情報通信インフラ Beyond 5G（いわゆる６Ｇ）の重点技術

等について、民間企業や大学等による研究開発を推進。 

（※）令和４年度第２次補正予算で、国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）に造成された

情報通信研究開発基金に 662 億円を措置。 

 

 

 
令和４年度 

 
令和５年度 

② 量子暗号通信網の構築に向けた研究開発 27.5 億円 ⇒ 15.0 億円 

 ３年度補正予算 

4.8 億円 
 

４年度補正予算 

19.5 億円 
 

スーパーコンピュータの計算能力を凌駕する量子コンピュータの出現により、現在の暗号通信

の安全性が脅威にさらされる中、量子コンピュータでも解読されない堅牢な量子暗号通信の早期

実現に向けて、研究開発を引き続き推進。 

 

 

 
令和４年度 

 
令和５年度 

③ 量子インターネット実現に向けた要素技術の研究開発 － ⇒ 25.8 億円 

 

将来の量子コンピュータの大規模化や量子暗号通信の高度化にむけて、量子状態を維持し、安

定した長距離量子通信を実現するための研究開発を推進。 
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④ 地方のデジタル基盤整備の推進 
令和４年度 

 
令和５年度 

○ 高度無線環境整備推進事業（光ファイバ整備） 36.8 億円 ⇒ 42.0 億円 

○ 携帯電話等エリア整備事業（５Ｇ基地局整備） 15.0 億円 ⇒ 18.0 億円 

「デジタル田園都市国家構想」を踏まえ、日本のどの地域でも高速・大容量の情報通信を享

受できるようにするため、また離島や山間地などの条件不利地域でも携帯電話等を利用可能と

するために、条件不利地域における光ファイバや５Ｇ基地局の整備を引き続き支援。 

 

 

３．地方自治 

 令和４年度  令和５年度 

① 自治体ＤＸの推進 

 
 5.0 億円 ⇒ 4.7 億円 

 ４年度補正予算 

0.75 億円 
 

自治体ＤＸ推進計画の改訂や、デジタル人材確保に向けた取組み、新たな自治体情報セキュリ

ティ対策の在り方についての調査研究を実施。また、自治体の標準化対象情報システム（20 事

務）について、国が定める基準への標準化とガバメントクラウド等への円滑な移行に資するよう、

標準仕様や必要な工程等をまとめた手順書等を改訂する等、自治体におけるＤＸを推進。 

 

 

 令和４年度  令和５年度 

② 地域おこし協力隊の推進 2.4 億円 ⇒ 2.1 億円 
 

都市から地方への人材還流を推進するため、都市から過疎地等の条件不利地域に生活の拠点を

移した「地域おこし協力隊員」が、地域協力活動を行いながら、隊員のその地域への定住・定着

を図る取組。制度周知や隊員サポート、未導入自治体のフォローアップ等の施策を推進。 
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４．統計調査等 

 令和４年度  令和５年度 

集中的な統計改革の推進 5.8 億円 ⇒ 6.2 億円 

あわせて定員・ 

機構に係る措置 

 

 ３年度補正予算 

4.5 億円  

４年度補正予算 

9.8 億円 
 

統計の品質管理全般の中核を担う体制として「統計品質管理官」を新設するととともに、「統

計品質アドバイザー」や「統計技術アドバイザー」等を設置し、各府省の統計業務に対する支援

体制を強化。 

また、各府省における統計業務のデジタル化を推進するため、オンライン調査の促進、汎用的

な集計ツールの開発等を行うとともに、これらの導入に関する各府省への支援等を実施。 

 

 

５．消防庁 

 令和４年度  令和５年度 

緊急消防援助隊の装備の充実 49.9 億円 ⇒ 49.9 億円 
 

緊急消防援助隊は、消防庁長官が全国の消防本部の中から部隊を登録しており、大規模・特殊

災害発生時に被災地の消防機関のみでは対処が困難な場合、緊急消防援助隊が消防・救助活動等

の応援を行う。 

大規模災害等に対する国の対応力を強化するため、緊急消防援助隊が使用する消防車両等の整

備を支援し、消防力の充実強化を推進。 
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主

体
）

大
学

、
国

立
研

究
開

発
法

人
、

民
間

企
業

（
通

信
事

業
者

、
ベ

ン
ダ

）
等

（
事

業
ス

キ
ー

ム
）

研
究

開
発

（
委

託
）
、

補
助

事
業

（
計

画
年

度
）

令
和

５
年

度
～

令
和

９
年

度

量
⼦
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
広
域
・
並
列
接
続

（
分
散
量
⼦
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

時
空
間
同
期
・
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
光
通
信

量
⼦
セ
ン
シ
ン
グ

光
格
⼦
時
計

光
⼦
（
量
⼦
）

量
⼦

状
態

を
維

持
した

⻑
距

離
通

信

量
⼦

イ
ン

タ
ー

ネ
ット

量
⼦
中
継
器

量
⼦
通
信
機
器
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無
線

シ
ス

テ
ム

普
及

支
援

事
業

（
高

度
無

線
環

境
整

備
推

進
事

業
）

（
電

波
法

第
1
0
3
条

の
2
第

4
項

第
1
0
号

に
規

定
す

る
事

務
） 当

初
予

算
額
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム

教
育

Ｉｏ
Ｔ

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ

観
光

Ｉｏ
Ｔ

農
業

Io
T

コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス

無
線

局
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

（
ク
ロ
ー
ジ
ャ
等

）

地
域

の
拠

点
的

地
点

イ
メ

ー
ジ

図

高
速

・
大

容
量

無
線

通
信

の
前

提
と
な
る
伝

送
路


5
G

・
Io

T
等

の
高

度
無

線
環

境
の

実
現

に
向

け
て

、
条

件
不

利
地

域
に

お
い

て
、

地
方

公
共

団
体

、
電

気
通

信
事

業
者

等
に

よ
る

、
高

速
・
大

容
量

無
線

通
信

の
前

提
と

な
る

伝
送

路
設

備
等

の
整

備
を

支
援

。
具

体
的

に
は

、
無

線
局

エ
ン

ト
ラ

ン
ス

ま
で

の
光

フ
ァ

イ
バ

を
整

備
す

る
場

合
に

、
そ

の
整

備
費

の
一

部
を

補
助

す
る

。


ま
た

、
地

方
公

共
団

体
が

行
う

離
島

地
域

の
光

フ
ァ

イ
バ

等
の

維
持

管
理

に
要

す
る

経
費

に
関

し
て

、
そ

の
一

部
を

補
助

す
る

。

通
信

ビ
ル

※
新

規
整

備
に

加
え

、
令

和
２

年
度

か
ら

は
、
電

気
通

信
事

業
者

が
公

設
設

備
の

譲
渡

を
受

け
、
(5

G
対

応
等

の
)高

度
化

を
伴

う
更

新
を

行
う

場
合

も
補

助
。
（公

設
の

ま
ま

の
高

度
化

や
高

度
化

し
な

い
更

新
は

対
象

外
）

（
事

業
主

体
）

直
接

補
助

事
業

者
：
自

治
体

、
第

３
セ

ク
タ

ー
、

一
般

社
団

法
人

等
、

間
接

補
助

事
業

者
：
民

間
事

業
者

（
事

業
ス

キ
ー

ム
）

補
助

事
業

（
補

助
対

象
）

伝
送

路
設

備
、

局
舎

（
局

舎
内

設
備

を
含

む
。

）
等

（
補

助
率

）

（
計

画
年

度
）

令
和

元
年

度
～

令
和

５
年

度
当

初
予

算
（
案

）
4
,1

9
6
 百

万
円

（
令

和
４

年
度

当
初

予
算

3
,6

8
3
百

万
円

令
和

４
年

度
第

２
次

補
正

予
算

2
,8

4
2
百

万
円

）

（
自

治
体

が
整

備
す

る
場

合
）

国
２

／
３

自
治

体
１

／
３

国
１

／
２

自
治

体
１

／
２

【
離

島
】

【
そ

の
他

の
条

件
不

利
地

域
】

（
第

３
セ

ク
タ

ー
・
民

間
事

業
者

が
整

備
す

る
場

合
）

国
１

／
２

３
セ

ク
・
民

間
１

／
２

国
１

／
３

【
離

島
】

【
そ

の
他

の
条

件
不

利
地

域
】

３
セ

ク
・
民

間
２

／
３

（
※

）
財

政
力

指
数

０
．
５
以

上
の

自
治

体
は
国

庫
補

助
率

１
／

３

※
離

島
地

域
の

光
フ

ァ
イ

バ
等

の
維

持
管

理
補

助
は

、
収

支
赤

字
の

1
/
2
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無
線

シ
ス

テ
ム

普
及

支
援

事
業

（
携

帯
電

話
等

エ
リ

ア
整

備
事

業
）

（
電

波
法

第
1
0
3
条

の
2
第

4
項

第
1
0
号

に
規

定
す

る
事

務
）


電

波
の

利
用

に
関

す
る

不
均

衡
を

緩
和

し
、

電
波

の
適

正
な

利
用

を
確

保
す

る
た

め
に

、
地

理
的

に
条

件
不

利
な

地
域

（
過

疎
地

、
辺

地
、

離
島

、
半

島
な

ど
）
に

お
い

て
、

地
方

公
共

団
体

や
無

線
通

信
事

業
者

等
が

携
帯

電
話

等
の

基
地

局
施

設
、

伝
送

路
施

設
を

整
備

す
る

場
合

又
は

高
度

化
施

設
や

基
地

局
の

開
設

に
必

要
な

伝
送

路
施

設
を

整
備

す
る

場
合

に
、

国
が

そ
れ

ら
の

整
備

費
用

の
一

部
を

補
助

す
る

。

令
和

５
年

度
当

初
予

算
（
案

）
1
,7

9
8
百

万
円

(令
和

４
年

度
当

初
予

算
1
,5

0
0
百

万
円

令
和

４
年

度
第

２
次

補
正

予
算

1
,0

0
1
百

万
円

)

（
事

業
主

体
）

地
方

公
共

団
体

、
無

線
通

信
事

業
者

、
イ

ン
フ

ラ
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
事

業
者

←
基

地
局

施
設

、
高

度
化

施
設

無
線

通
信

事
業

者
、

イ
ン

フ
ラ

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

事
業

者
←

伝
送

路
施

設
（
運

用
）

地
方

公
共

団
体

←
伝

送
路

施
設

（
設

置
）

（
事

業
ス

キ
ー

ム
）

補
助

事
業

（
補

助
対

象
）

基
地

局
施

設
（
鉄

塔
、

局
舎

、
無

線
設

備
等

）
、

高
度

化
施

設
（
５

Ｇ
等

の
無

線
設

備
等

）
、

伝
送

路
施

設
（
光

フ
ァ

イ
バ

等
）
の

設
置

費
用

（
補

助
率

）
4
/
5
、

2
/
3
、

1
/
2
、

1
/
3

（
計

画
年

度
）

平
成

1
7
年

度
～

５
Ｇ

等
対

応
設

備
の

設
置

に
よ

る
施

設
・
エ

リ
ア

の
高

度
化

（
３
G
対

応
専

用
設

備
の
４
G
対

応
設

備
へ

の
高

度
化

も
含

む
）

イ
メ

ー
ジ

図
（

②
）

５
G

等
対

応
ア

ン
テ

ナ
を

設
置

②
高
度
化
施
設
整
備
事
業

５
G

等
対

応
送

受
信

機
を

設
置

イ
メ

ー
ジ

図
（

①
③

④
）

③
伝

送
路

施
設

運
用

事
業

（
高

度
化

施
設

に
か

か
る

伝
送

路
整

備
を

行
う

場
合

も
含

む
）

携
帯

電
話

交
換

局
等

④
伝

送
路

施
設

設
置

事
業

（
海

底
光

フ
ァ

イ
バ

）

①
基

地
局

施
設

整
備

事
業

イ
ン

フ
ラ

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

事
業

者
が

新
規

に
５

Ｇ
基

地
局

を
設

置
す

る
場

合
も

対
象

事
業

名
事

業
内

容
事

業
主

体
補

助
率

①
基

地
局

施
設

整
備

事
業

圏
外

解
消

の
た

め
、

携
帯

電
話

等
の

基
地

局
施

設
を

設
置

す
る

場
合

の
整

備
費

を
補

助
地

方
公

共
団

体
／

無
線

通
信

事
業

者
イ

ン
フ

ラ
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
事

業
者

※
１

②
高

度
化

施
設

整
備

事
業

３
G

・
４

G
を

利
用

で
き

る
エ

リ
ア

で
高

度
化

無
線

通
信

を
行

う
た

め
、

５
G

等
の

携
帯

電
話

の
基

地
局

を
設

置
す

る
場

合
の

整
備

費
を

補
助

③
伝

送
路

施
設

運
用

事
業

圏
外

解
消

又
は

高
度

化
無

線
通

信
を

行
う

た
め

、
携

帯
電

話
等

の
基

地
局

開
設

に
必

要
な

伝
送

路
を

整
備

す
る

場
合

の
運

用
費

を
補

助

無
線

通
信

事
業

者
／

イ
ン

フ
ラ

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

事
業

者
※

１

④
伝

送
路

施
設

設
置

事
業

圏
外

解
消

の
た

め
、

携
帯

電
話

等
の

基
地

局
開

設
に

必
要

な
伝

送
路

を
設

置
す

る
場

合
の

整
備

費
を

補
助

地
方

公
共

団
体

【
１

社
参

画
の

場
合

】
【

複
数

社
参

画
の

場
合

】

※
２

:地
方

自
治

法
等

に
基

づ
き

一
部

は
携

帯
電

話
事

業
者

に
お

い
て

負
担

※
１

本
事

業
に

お
い

て
、

イ
ン

フ
ラ

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

事
業

者
と

は
、

自
ら

は
携

帯
電

話
サ

ー
ビ

ス
を

行
わ

ず
、

専
ら

複
数

の
無

線
通

信
事

業
者

が
鉄

塔
や

ア
ン

テ
ナ

な
ど

を
共

用
（

イ
ン

フ
ラ

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

）
し

て
携

帯
電

話
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

に
必

要
な

設
備

を
整

備
す

る
者

を
い

い
ま

す
。

事
業

主
体

：
地

方
公

共
団

体

事
業

主
体

：
無

線
通

信
事

業
者

、
イ

ン
フ

ラ
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
事

業
者

※
３

【
１

社
整

備
の

場
合

】
【

複
数

社
共

同
整

備
等

の
場

合
】

※
４

:財
政

力
指

数
0
.
3未

満
の

有
人

国
境

離
島

市
町

村
（

全
部

離
島

）
が

設
置

す
る

場
合

は
4
/
5、

道
府

県
・

離
島

以
外

市
町

村
の

場
合

は
1
/
2、

東
京

都
の

場
合

は
1
/
3

【
圏

外
解

消
用

1
0
0
世

帯
以

上
】

【
圏

外
解

消
用

1
0
0
世

帯
未

満
】

【
高
度
化
無
線
通
信
用

１
社
整
備
の
場
合
】

【
高
度
化
無
線
通
信
用

複
数
社
共
同
整
備
等
の
場
合
】

国
１

/
２

市
町
村

※
２

３
/１

０
都
道
府
県

１
/
５

市
町

村
※

２

１
/５

国
２

/
３

都
道

府
県

２
/１

５

無
線

通
信

事
業

者
１

/
２

国
１

/
２

無
線
通
信
事
業
者

１
/
３

国
２

/
３

無
線

通
信

事
業

者
１

/
２

国
１

/
２

無
線
通
信
事
業
者

１
/
３

国
２

/
３

離
島

市
町

村
１

/
３

国
２

/
３

※
４

※
３

:基
地

局
施

設
整

備
事

業
の

補
助

対
象

地
域

は
、

財
政

力
指

数
0
.
5以

下
の

市
町

村
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自
治

体
Ｄ
Ｘ

の
推

進
施
策

等
に

関
す
る

調
査

検
討

（
自

治
体

Ｄ
Ｘ

推
進

計
画

の
改

定
等

）
R

５
予

算
額

（
案

）
：
３

６
百

万
円

（
R

４
当

初
予

算
額

：
３

７
百

万
円

）

自
治

体
D

X推
進

計
画

（
R2

.1
2.

25
策

定
）

自
治

体
D

X推
進

手
順

書
（

R3
.7

.7
策

定
）

■
自

治
体

D
X

全
体

手
順

書
・
D
Xを
推
進
に
必
要
と想

定
さ
れ
る
一
連
の
手
順
を
0〜

3ス
テ
ップ
で
整
理

ス
テ
ップ
0︓

認
識
共
有
・機

運
醸
成

ス
テ
ップ
1︓

全
体
⽅
針
の
決
定

ス
テ
ップ
2︓

推
進
体
制
の
整
備

ス
テ
ップ
3︓

D
Xの
取
組
み
の
実
⾏

■
自

治
体

情
報

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

・共
通

化
に

係
る

手
順

書
・
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・共

通
化
の
意
義
・効

果
、作

業
手
順
等
を
示
す

■
自

治
体

の
⾏

政
手

続
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

に
係

る
手

順
書

・
自
治
体
の
⾏
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
取
組
み
⽅
針
や
作
業
手
順
等
を
示
す

■
参

考
事

例
集

・
各
ス
テ
ップ
に
つ
い
て
、先

⾏
す
る
自
治
体
の
事
例
を
集
め
た
も
の

■
自

治
体

に
お

け
る

D
X

の
推

進
体

制
の

構
築

①
組
織
体
制
の
整
備

②
デ
ジ
タル

人
材
の
確
保
・育
成

③
計
画
的
な
取
組
み

④
都
道
府
県
に
よ
る
市
区
町
村
支
援

■
重

点
取

組
事

項
（

自
治

体
の

業
務

シ
ス

テ
ム

の
改

革
）

①
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・共
通
化

・
20
25
年
度
ま
で
に
基
幹
系
20
業
務
シ
ス
テ
ム
を
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
移
⾏

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進

・
20
22
年
度
末
ま
で
に
殆
どの
住
⺠
が
保
有
す
る
こと
を
⽬
指
し
申
請
・交

付
促
進
等

③
⾏
政
手
続
の
オ
ン
ライ
ン
化
（
特
に
国
⺠
の
利
便
性
向
上
に
資
す
る
31
手
続
）

・
20
22
年
度
末
を
⽬
指
し
原
則
、全

自
治
体
で
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
を
可
能
に

④
AI
・R
PA
の
利
⽤
推
進
、⑤

テ
レ
ワ
ー
クの

推
進

・
②
、③

に
よ
る
業
務
⾒
直
し
な
どに
併
せ
導
⼊
・活

⽤
を
推
進

⑥
セ
キ
ュリ
テ
ィ対

策
の
徹
底

■
自

治
体

D
X

の
取

組
と

あ
わ

せ
て

取
り組

む
べ

き
事

項
①
地
域
社
会
の
デ
ジ
タル

化
、②

デ
ジ
タル

デ
バ
イ
ド
対
策

これ
か
ら事

業
に
取
り組

む
団
体
の
参
考
とな
る
よ
う、
各
事
業
の
概
要
に
加
え
、

事
業
の
ポ
イン
ト・
⼯
夫
点
、写

真
や
イラ
ス
トを
参
考
事
例
集
とし
て
ま
とめ
た
も
の
。

地
域

社
会

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
係

る
参

考
事

例
集

（
R3

.1
2.

28
策

定
）

「自
治

体
D

X推
進

計
画

」等
の

概
要

＜
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
20

22
（

令
和

4年
6月

7日
閣

議
決

定
）

抜
粋

＞

R５
年

度
事

業
の

概
要

「総
務
省
は
、「

自
治

体
D

X推
進

計
画

」を
改

定
し、
デ
ジ
タル
人
材
の
確
保
・ネ
ット
ワ
ー
ク強

化
や
AI
・R
PA
等
の
デ
ジ
タル
技
術
や
自
治
体
マ
イナ
ポ
イン
ト

の
活
⽤
な
ど、

国
の

取
組

と歩
調

を
合

わ
せ

た
地

方
自

治
体

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
組

を
推

進
す
る
。」

○
「デ
ジ
タル
・ガ
バ
メン
ト実

⾏
計
画
」策
定
（
令
和
2年

12
⽉
）
以
降
、自

治
体
が
重
点
的
に
取
り組

む
べ
き
事
項
や
国
に
よ
る
支
援
策
、手

順
書
、

参
考
事
例
集
等
を
取
りま
とめ
、自

治
体
の
取
組
を後

押
し（

計
画
期
間
︓
令
和
3年

1⽉
〜
令
和
7年

3⽉
）

○
令
和
4年

末
に
「デ
ジ
タル
⽥
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」が
策
定
予
定
で
あ
る
ほ
か
、令

和
5年

度
に
は
、自

治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・共

通
化
の
⽬
標
年
限
で
あ
る
令
和
７
年
度
ま
で
残
り３

年
を
切
る
こと
な
どか
ら、

国
の

最
新

の
動

向
を

迅
速

に
自

治
体

に
共

有
し、
ま
た
、自

治
体

の
現

場
に

お
け

る
課

題
や

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

施
策

を
適

切
に

講
じる

こと
で

、自
治

体
の

取
組

を
強

⼒
か

つ
丁

寧
に

⽀
援

す
る

必
要

⇒
①

国
の

最
新

の
動

向
を

踏
ま

え
て

「自
治

体
D

X推
進

計
画

」等
を

改
定

す
る

た
め

、国
の

動
向

に
合

わ
せ

て
、検

討
会

※
を

開
催

②
自

治
体

の
現

場
に

お
け

る
課

題
や

ニ
ー

ズ
を

把
握

した
上

で
、D

Xの
取

組
を

推
進

す
る

た
め

に
必

要
な

施
策

に
つ

い
て

検
討

※
地
⽅
自
治
体
の
デ
ジ
タル
トラ
ン
ス
フォ
ー
メー
シ
ョン
推
進
に
係
る
検
討
会
（
座
⻑
︓
武
蔵
⼤
学
・庄
司
教
授
）
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自
治
体
に

お
け

る
デ
ジ

タ
ル

人
材
の

確
保

・
定
着

支
援

事
業

R
５

予
算

額
（
案

）
：
８

１
百

万
円

（
R

４
当

初
予

算
額

：
０

百
万

円
）

背
景

・課
題

意
識

○
自

治
体

に
お

い
て

は
、令

和
７
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
こと
とさ
れ
て
い
る

「自
治

体
情

報
シ

ス
テ

ム
の

標
準

化
・共

通
化

」を
は

じめ
とし

て
、様

々
な

D
Xの

取
組

を
短

期
集

中
的

な
実

施
が

求
め

ら
れ

て
お

り、
デ

ジ
タ

ル
人

材
の

確
保

・育
成

が
急

務
○

職
員
育
成
に
は
中
・⻑
期
的
視
点
が
必
要
で
あ
る
こと
か
ら、
短
期
集
中
的
な
取
組
の
実
施
に
は

即
戦

⼒
とな

る
外

部
人

材
の

活
⽤

が
重

要
〇

デ
ジ
タル
人
材
は
官
⺠
とも
に
需
給
が
逼
迫
して
お
り、

特
に

人
材

が
不

⾜
して

い
る

地
方

圏
に

お
い

て
は

、外
部

人
材

の
確

保
は

容
易

で
は

な
い

外
部

デ
ジ

タ
ル

人
材

の
確

保
に

つ
い

て
き

め
細

か
な

⽀
援

が
必

要

〇
全

国
の

自
治

体
向

け
・個

別
の

自
治

体
向

け
の

各
種

⽀
援

策
を

講
じ、

デ
ジ

タ
ル

人
材

の
確

保
・定

着
に

向
け

た
伴

走
⽀

援
等

を
実

施 デ
ジ

タ
ル

人
材

自
治

体
マ

ッチ
ン

グ
機

能
の

強
化

人
材
確
保
ガ
イド
ライ
ン
策
定
・

全
国
説
明
会
の
実
施

デ
ジ
タル
人
材
の

確
保
・定
着
を
伴
走
支
援

総
務

省
⺠

間
人

材
サ

ー
ビ

ス
会

社
連
携

自
治
体
業
務
へ
の

円
滑
な
参
画
を
支
援

Ｒ
５

年
度

事
業

の
概

要

③
伴

走
⽀

援
•
総
務
省
が
⺠
間
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社
と連

携
し
、デ
ジ
タル
人
材
に
係
る
ニ
ー
ズ
・

課
題
の
詳
細
調
査
や
そ
れ
らを
踏
ま
え
た
助
言
等
を
実
施

•
受
⼊
環
境
整
備
支
援
に
よ
りデ
ジ
タル
人
材
の
自
治
体
へ
の
円
滑
な
参
画
を
促
進

①
デ

ジ
タ

ル
人

材
確

保
策

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
策

定
•
D
X推

進
の
課
題
の
洗
い
出
し等

を
踏
ま
え
た
デ
ジ
タル
人
材
確
保
戦
略
の
⽴
て
⽅

•
デ
ジ
タル
人
材
活
⽤
の
優
良
事
例
、⺠

間
人
材
サ
ー
ビス
会
社
の
活
⽤
事
例

•
人
材
受
⼊
れ
の
留
意
点
（
服
務
規
程
、組

織
体
制
、フ
ォロ
ー
体
制
等
)

②
全

国
説

明
会

•
先
進
自
治
体
に
よ
る
取
組
事
例
紹
介
（
確
保
ま
で
の
手
順
、受

⼊
体
制
づ
くり
）

•
当
該
自
治
体
で
活
躍
す
る
デ
ジ
タル
人
材
の
生
の
声

•
当
該
自
治
体
と連

携
して
い
る
⺠
間
人
材
サ
ー
ビス
会
社
に
よ
る
支
援
内
容
紹
介

全
国

の
自

治
体

向
け

個
別

の
自

治
体

向
け

＜
支
援
策
の
全
体
イメ
ー
ジ
＞
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※
そ
の
他
経
費
と
し
て
、
現
地
視
察
、
説
明
会
等
の
た
め
の
旅
費
・
・
・
２
百
万
円
（
令
和
４
年
度
予
算
額
２
百
万
円
）

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・
共
通
化
の
推
進

○
住
⺠
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
⾏
政
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
原
則
全
て
の
自
治
体
が
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
、
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
上
に
構
築
さ
れ
た
標
準
化
基
準
に
適
合
し
た
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
へ
移
⾏
す
る
標
準
化
・
共
通
化
を
推
進
。

令
和

５
年
度

自
治

体
に
お

け
る

情
報
シ

ス
テ

ム
の
標

準
化

に
要
す

る
経

費


自
治
体
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
等
の
共
同
利
⽤
、手

続
の
簡
素
化
、迅

速
化
、⾏

政
の
効
率
化
等
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治
体
に
対
して
標
準

化
基
準
に
適
合
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
⽤
を
義
務
づ
け
る
「地
⽅
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
」が
成
⽴
。（

令
和
３
年

法
律
第
40
号
）


令
和
７
年
度
ま
で
に
、
自
治
体
が
標
準
化
基
準
に
適
合
し
た
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
円
滑
に
移
⾏
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
標
準
仕
様

の
改
定
や
必
要
な
⼯
程
等
を
ま
と
め
た
⼿
順
書
の
改
定
を
⾏
う
と
と
も
に
、
標
準
化
基
準
へ
の
適
合
性
確
認
方
法
の
検
討
や
自
治
体
に

お
け
る
進
捗
状
況
の
把
握
・
助
言
（
標
準
化
Ｐ
Ｍ
Ｏ
）
を
⾏
う
。

調
査
研
究
委
託
（
住
⺠
記
録
シ
ス
テ
ム
、税

務
シ
ス
テ
ム
、選

挙
人
名
簿
管
理
シ
ス
テ
ム
）

２
７

４
百

万
円

（
令
和
４
年
度
予
算
額
３
８
９
百
万
円
）

＜
参
考
＞

「デ
ジ
タル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画
」（
令
和
４
年
６
⽉
７
⽇
閣
議
決
定
）
抄

・「
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
を
利
⽤
す
る
原
則
全
て
の
地
⽅
公
共
団
体
が
、⽬

標
時
期
で
あ
る
令
和
７
年
度
（
20
25
年
度
）
ま
で
に
、ガ
バ
メン
トク
ラウ
ド上

に
構
築
され
た
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ

移
⾏
で
き
る
よ
う、
そ
の
環
境
を
整
備
す
る
こと
とし
、そ
の
取
組
に
当
た
って
は
、地

⽅
公
共
団
体
の
意
⾒
を
丁
寧
に
聴
い
て
進
め
る
。」

・「
総
務
省
は
、標

準
準
拠
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
移
⾏
に
向
け
た
標
準
的
な
取
組
を
盛
り込

ん
だ
手
順
書
（
1.
0版

）
に
つ
い
て
、ガ
バ
メン
トク
ラウ
ドへ
の
移
⾏
に
係
る
課
題
の
検
証
を
⾏
う先

⾏
事
業

の
結
果
な
ども
踏
ま
え
な
が
ら、
必
要
な
⾒
直
しを
⾏
い
、改

定
す
る
。ま
た
、各

地
⽅
公
共
団
体
が
当
該
手
順
書
を
踏
ま
え
て
市
町
村
の
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
円
滑
な
移
⾏
を
⾏
え
る
よ
う、

関
係
府
省
庁
・都
道
府
県
とも
連
携
して
市
町
村
の
進
捗
管
理
等
の
支
援
を
⾏
う。
」

＜
参
考
＞
地
⽅
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律
（
令
和
3年

年
法
律
第
40
号
）

抄
（
国
の
措
置
等
）

第
九
条

（
略
）

２
国
は
、地

⽅
公
共
団
体
に
お
け
る
地
⽅
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
を
⾏
うと
とも
に
、地

⽅
公
共
団
体
に
対
し、
地
⽅
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
の
た
め
に
必
要
な
助
言
、情

報
の
提
供
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
とす
る
。

３
（
略
）

R
5
予

算
額

（
案

）
：
２

７
６

百
万

円
（
R

４
当

初
予

算
額

：
３

９
１

百
万

円
）
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地
方

公
共
団
体

の
情

報
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
対

策
の

推
進

R
５

予
算

額
（
案

）
：
７

４
百

万
円

（
R

４
当

初
予

算
額

：
７

４
百

万
円

）

地
方

公
共

団
体

の
業

務
シ

ス
テ

ム
の

標
準

化
・共

通
化

や
サ

イ
バ

ー
攻

撃
の

⾼
度

化
・巧

妙
化

を
踏

ま
え

、新
た

な
自

治
体

情
報

セ
キ

ュリ
テ

ィ対
策

の
在

り方
に

つ
い

て
調

査
研

究
を

⾏
う。

総
務
省
で
は
、地

⽅
公
共
団
体
の
情
報
セ
キ
ュリ
テ
ィ対
策
を
支
援
す
る
た
め
、セ
キ
ュリ
テ
ィ対
策
の
指
針
とし
て
「地
⽅
公
共
団
体
に
お
け
る

情
報
セ
キ
ュリ
テ
ィポ
リシ
ー
に
関
す
る
ガ
イド
ライ
ン」
を
策
定
し、
策
定
後
も
、政

府
機
関
等
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュリ
テ
ィ対
策
や
地
⽅
公
共
団

体
に
お
け
る
デ
ジ
タル
化
の
動
向
等
を
踏
ま
え
な
が
ら、
適
宜
ガ
イド
ライ
ンの
改
定
を
実
施
して
き
た
。

今
後
の
業
務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・共
通
化
、ガ
バ
メン
トク
ラウ
ドの
活
⽤
や
昨
今
の
サ
イバ
ー
攻
撃
の
⾼
度
化
・巧
妙
化
を踏

ま
え
た
自
治

体
情
報
セ
キ
ュリ
テ
ィ対
策
の
⾒
直
しを
⾏
い
、引

き
続
き
地
⽅
公
共
団
体
の
情
報
セ
キ
ュリ
テ
ィ対
策
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
た

な
セ

キ
ュリ

テ
ィ対

策
の

調
査

研
究

が
必

要
な

理
由

関
係

閣
議

決
定

文
書

「デ
ジ

タ
ル

社
会

の
実

現
に

向
け

た
重

点
計

画
」

（
令

和
４

年
６

月
７

日
閣

議
決

定
）

「イ
ン
フラ
の
検
討
に
当
た
って
は
、「
三
層
の
対
策
」の
抜
本
的
な
⾒
直
しを
含
め
、ガ
バ
メン
トク
ラウ
ドの
活
⽤
を
前
提
とし
た
新
た
な
セ
キ
ュリ
テ
ィ対
策
の
在
り⽅

に
つ
い
て
、常

時
診
断
・対
応
型
の
セ
キ
ュリ
テ
ィア
ー
キ
テ
クチ
ャの
採
⽤
も
⾒
据
え
な
が
ら、
政
府
に
お
け
る
実
証
研
究
を
含
め
た
技
術
的
検
討
及
び
各
地
⽅
公
共

団
体
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
て
、国

・地
⽅
を
通
じた
ネ
ット
ワ
ー
ク環

境
と統

合
的
に
検
討
を
進
め
る
。」
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○
地
域
お
こ
し
協
⼒
隊
の
隊
員
数
は
、
令
和
３
年
度
は
6,
01
5人

で
あ
り
、
令
和
８
年
度
ま
で
に
10
,0
00
人
と
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

る
。

○
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
強
⼒
な
Ｐ
Ｒ
活
動
、
現
役
隊
員
・
自
治
体
職
員
双
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
拡
充
等
の
取
組
に
よ
り
地
域
お
こ
し

協
⼒
隊
を
更
に
強
化
し
、
地
方
へ
の
新
た
な
⼈
の
流
れ
を
⼒
強
く
創
出
す
る
。 隊
員
活
動
期
間
中

制
度
周
知
・
隊
員
募
集

任
期
後

起
業
・
定
住

地
域
へ
の

⼈
材
還
流
を

促
進
︕

■
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
全
国
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催

・
地
域
お
こ
し
協
⼒
隊
や
自
治
体
関
係
者
の
ほ
か
広
く
⼀

般
の
方
の
参
加
で
き
る
「
地
域
お
こ
し
協
⼒
隊
全
国
サ

ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
、

事
例
報
告
や
Ｐ
Ｒ
等

に
よ
り
広
く
制
度
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、

隊
員
同
士
の
学
び
、

交
流
の
場
を
提
供
す
る
。

地
域

お
こ

し
協

力
隊

の
推

進
に

要
す

る
経

費

■
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
等
に
よ
る
相
談
体
制
の
確
保

・
隊
員
や
自
治
体
職
員
か
ら
の
相
談
に
⼀
元
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
地
域
お
こ
し

協
⼒
隊
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
に
お
い
て
効
果
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る
。

■
各
種
研
修
会
等
の
実
施

・
初
任
者
研
修
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
等
と
い
っ
た
隊
員
の
「
段
階
別
」
の
研
修
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
隊
員
の
孤
⽴
化
の
防
⽌
に
向
け
て
、
同
じ
分
野
で
活
動
す
る

隊
員
間
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
た
め
、
任
期

終
了
後
に
も
頼
れ
る
知
⼰
を
得
る
場
と
し
て

「
活
動
分
野
別
」
の
研
修
を
実
施
す
る
。

・
よ
り
⼀
層
の
制
度
理
解
、
隊
員
の
円
滑
な
活
動

の
支
援
等
の
た
め
、
自
治
体
職
員
向
け
の
研
修

等
の
充
実
を
図
る
。

■
「
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
等
の
実
施

・
隊
員
の
起
業
・
事
業
化
等
を
支
援
す
る
た
め
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
磨

き
上
げ
、
事
業
実
現
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
等
を
実
施
す
る
。

R
５

予
算

額
（
案

）
：
２

０
８

百
万

円
（
R

４
予

算
額

：
２

４
４

百
万

円
）

■
メ
デ
ィ
ア
や
SN
S等

を
活
用
し
た
制
度
周
知

・
制
度
の
更
な
る
活
⽤
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
や
SN
S等

に
よ
る
制
度
周
知
を
更
に
強
化
し
、
隊
員

の
な
り
⼿
の
掘
り
起
こ
し
を
⾏
う
。

■
未
導
入
自
治
体
等
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

・
募
集
・
受
⼊
等
に
つ
い
て
知
⾒
の
あ
る
有
識
者
を
「
地
域

お
こ
し
協
⼒
隊
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
仮
称
）
」
と
し
て
派
遣

し
、
未
導
⼊
自
治
体
等
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
⾏

う
。

・
募
集
・
受
⼊
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
国
へ
広
げ
て
い
く
た
め
、

調
査
分
析
、
事
例
集
の
作
成
等
を
⾏
う
。

■
OB
・
OG

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進
・
強
化

・
各
地
域
に
お
け
る
協
⼒
隊
O
B・

O
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
身

近
で
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
す
る
。

・
「
地
域
お
こ
し
協
⼒
隊
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
仮
称
）
」
を
設
⽴
し
、
情
報
の
発
信
や
関
係
団
体
と

の
連
携
強
化
、
隊
員
や
O
B・

O
Gの

活
動
支
援
に
取
組
む
。
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①
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
シ
ス
テ
ム
の

利
用
促
進

②
各
府
省
の
集
計
業
務
の
支
援

③
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
の
整
備

④
①
〜
③
に
関
連
す
る
施
策

・
統
計
作
成
プ
ロ
セ
ス
の
可
視
化
の
推
進

・
統
計
関
連
業
務
全
般
に
係
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
・

利
便
性
向
上

・
政
府
統
計
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム
に
係
る
研
修
機
能
の

拡
充

等
③

統
計
監
理
官
に
よ
る

統
計
作
成
プ
ロ
セ
ス
診
断
の
実
施

①
統
計
審
査
体
制
の
強
化

リ
ス
ク
の
顕
在
化
を
抑
止
す
る
た
め
、
調
査
計
画
の
審

査
に
加
え
、
調
査
計
画
に
記
載
の
な
い
集
計
プ
ロ
セ
ス

等
に
つ
い
て
も
確
認
し
、
統
計
技
術
面
か
ら
意
見
を
述

べ
る
。

②
地
方
統
計
機
構
に
お
け
る

統
計
品
質
確
保
体
制
の
強
化

政
策
統
括
官
（
統
計
制
度
担
当
）

統
計
局
・
統
計
セ
ン
タ
ー

①
統
計
の
品
質
管
理
体
制
の
強
化

「
統
計
品
質
管
理
官
」
の
派
遣

②
統
計
品
質
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

③
統
計
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

相
談
対
応

④
統
計
研
修
機
会
の
提
供
に
よ
る

統
計
人
材
の
確
保
・
育
成

統
計
研
究
研
修
所

①
公
的
統
計
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
・

各
府
省
支
援

集
中
的
な
統
計
改
革
の
推
進

②
ユ
ー
ザ
ー
視
点
に
立
っ
た

統
計
デ
ー
タ
の
利
活
用
促
進

○
統
計
の
品
質
管
理
の
中
核
を
担
う
体
制
と
し
て
「
統
計
品
質
管
理
官
」
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
「
統
計
品
質
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
や

「
統
計
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
等
を
設
置
し
、
各
府
省
の
統
計
業
務
に
対
す
る
支
援
体
制
を
強
化
。

○
ま
た
、
統
計
作
成
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
基
幹
統
計
調
査
を
対
象
に
統
計
作
成
プ
ロ
セ
ス
診
断
を
計
画
的
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
と
な
る
審
査
体
制
等
を
強
化
。

○
各
府
省
に
お
け
る
統
計
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
す
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
の
促
進
、
汎
用
的
な
集
計
ツ
ー
ル
の
開
発
等
を
行

う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
導
入
に
関
す
る
各
府
省
へ
の
支
援
等
を
実
施
。
さ
ら
に
、
ユ
ー
ザ
ー
視
点
に
立
っ
た
統
計
デ
ー
タ
の
利
活
用
を

促
進
。

令
和
５
年
度
予
算
（
案
）
６
．
２
億
円
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緊
急

消
防

援
助

隊
の

装
備

の
充

実
（

緊
急

消
防

援
助

隊
設

備
整

備
費

補
助

金
）

【
R

5
予

算
額

（
案

）
】

4
9
.9

億
円

緊
急

消
防

援
助

隊
の

装
備

の
充

実
（

緊
急

消
防

援
助

隊
設

備
整

備
費

補
助

金
）

【
R

5
予

算
額

（
案

）
】

4
9
.9

億
円

○
南
海
トラ
フ地

震
、⾸

都
直
下
地
震
等
の
⼤
規
模
災
害
や
⽕
⼭
災
害
等
へ
の
対
応
⼒
を
国
とし
て
強
化
す
る
た
め
、緊

急
消
防
援
助
隊
を
計
画

的
に
増
強
整
備
し、
よ
り効

果
的
な
活
動
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
消
防
⽤
⾞
両
等
設
備
の
充
実
強
化
を
図
る
。

○
補
助
対
象
団
体
は
、緊

急
消
防
援
助
隊
とし
て
登
録
す
る
地
⽅
公
共
団
体
（
消
防
本
部
等
）

○
補
助
対
象
設
備
は
、

・
災
害
対
応
特
殊
消
防
ポ
ンプ
自
動
⾞
、救

助
⼯
作
⾞
、災

害
対
応
特
殊
救
急
自
動
⾞
、救

助
消
防
ヘ
リコ
プ
ター
及
び
被
災
地
に
お
け
る

⻑
期
間
の
活
動
を
安
全
か
つ
効
果
的
に
⾏
うこ
とを
可
能
に
す
る
た
め
の
支
援
⾞
等

・
地
震
災
害
時
の
人
命
検
索
・救
助
活
動
に
必
要
な
⾼
度
探
査
装
置
とい
った
⾼
度
救
助
⽤
資
機
材
等

・
緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
消
防
救
急
デ
ジ
タル
無
線
設
備

○
補
助
率
は
、総

務
⼤
臣
が
定
め
る
基
準
額
の
１
／
２

〇
事

業
の

概
要

支
援

車
Ⅱ

型
救

助
消

防
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー

静
岡

県
熱

海
市

土
石

流
災

害
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放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
地
域
情
報
発
信
⼒
強
化
事
業

令
和
５
年
度
予
算
額
0.
5億

円
（
令
和
４
年
度
予
算
額
1.
0億

円
）

事
業
の
概
要

指
摘
に

⾄
った
背
景

秋
の
レ
ビュ
ー

等
に
お
け
る

指
摘
事
項

令
和
５
年
度

予
算
等
へ
の

反
映

⽇
本
に
対
す
る
関
⼼
を
⾼
め
て
海
外
か
ら
需
要
を
呼
び
込
む
た
め
、
地
⽅
公
共
団
体
や
放
送
事
業
者
等
が
連
携
し
て
各

地
域
の
魅
⼒
を
伝
え
る
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
、
海
外
の
放
送
局
等
を
通
じ
て
発
信
す
る
取
組
等
を
⽀
援
。

事
業
募
集
の
際
、
事
業
者
が
制
作

し
た
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
や
過
去
放

映
時
の
視
聴
者
評
価
を
評
価
の
参

考
に
⽤
い
る
等
の
応
募
項
⽬
の
⾒

直
し
や
、
採
択
基
準
の
明
確
化
等

に
よ
っ
て
、
よ
り
質
の
⾼
い
コ
ン

テ
ン
ツ
の
応
募
・
採
択
が
⾏
わ
れ

る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

「
各
地
域
に
需
要
を
呼
び
込
む
」
と
い
う
事
業
⽬
的
に
対
し
て
「
放
送
コ
ン
テ
ン
ツ
関
連
海
外
売
上
⾼
」
と
い
う
ア
ウ

ト
カ
ム
で
は
効
果
検
証
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
を
踏
ま
え
、
時
代
に
即
し
た
事
業
と
な
る
よ

う
⾒
直
し
が
必
要
。

個
々
の
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

内
容
の
み
な
ら
ず
採
択
時
の
理

由
・
評
価
や
視
聴
者
か
ら
の
評

価
等
の
事
業
実
施
の
効
果
を
公

表
す
る
な
ど
、
よ
り
採
択
に
か

か
る
透
明
性
を
確
保
し
、
よ
り

質
の
⾼
い
コ
ン
テ
ン
ツ
の
応

募
・
採
択
に
つ
な
げ
る
べ
き
。

現
⾏
は
、
テ
レ
ビ
放
送
が
主
体

で
、
放
送
事
業
者
が
中
⼼
と

な
っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
ん
で
い
る
中
で
多
様
な
発
信

媒
体
と
な
る
よ
う
更
な
る
周
知

を
⾏
い
、
よ
り
効
果
的
な
⾒
直

し
を
⾏
う
べ
き
。

他
の
事
業
者
が
確
保
し
た
放
送

枠
を
活
⽤
し
た
番
組
制
作
を
促

進
す
る
等
、
放
送
事
業
者
以
外

の
事
業
者
も
参
加
し
や
す
い
仕

組
み
の
検
討
を
⾏
う
。

本
事
業
で
情
報
発
信
を
⾏
っ
た

番
組
の
視
聴
者
数
等
の
直
接
的

な
効
果
、
及
び
当
該
国
・
地
域

か
ら
我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た

経
済
波
及
効
果
を
含
め
、
適
切

な
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
設
定
す

る
。

効
果
検
証
が
可
能
と
な
る
よ
う

な
デ
ー
タ
項
⽬
を
整
理
し
、
統

⼀
的
に
間
接
補
助
事
業
者
か
ら

収
集
し
た
上
で
、
各
地
域
に
ど

れ
だ
け
需
要
を
呼
び
込
む
効
果

が
あ
る
か
を
捉
え
る
指
標
を
設

定
す
べ
き
。
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＜
主
な
歳
出
増
減
の
内
訳
＞

（
対
４
年
度
当
初
）

(単
位

：
億

円
）
（
対

４
年

度
当

初
）

1
7
0
,0
2
4

2
,1
6
9

2
6
,0
0
1

2
9
6
,6
9
5

※
計
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
い
る
の
で
、
合
計
に
お
い
て
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

交
付

税
及

び
譲

与
税

配
付

金
特

別
会

計

1
9
8
,7
4
1
（
+
1
,0
2
3
）

4
9
5
,4
3
6
（
▲
4
,1
1
4
）

歳
出
純
計
額
か
ら
国
債

償
還

費
、
社

会
保

障
費

等
を
除
い
た
額

歳
出
純
計
額

歳
出
総
額

億
円

億
円

億
円

億
円

（ （ （ （

+
1
,1
1
7

▲
9
8

+
2
3

▲
5
,1
3
7

億
円

）

億
円

）

億
円

）

億
円

）

・
　
地
方
交
付
税
交
付
金

・
　
地
方
特
例
交
付
金

・
　
地
方
譲
与
税
譲
与
金

・
　
国
債
整
理
基
金
特
別
会
計
へ
繰
入

3
2
（
▲
0
）

： ： ： ：4
9
5
,4
3
6
億
円

（
▲

4
,
1
1
4
）

5
1
1
,7
7
0
億
円

（
▲
2
,
4
2
2
）

【
令

和
５
年

度
歳

入
予

算
】

【
令

和
５
年

度
歳

出
予

算
】

地
方

交
付

税
交

付
金

1
7
0
,0
2
4
（
+
1
,1
1
7
）

【
う
ち
復

興
経
費

6
5
4
（
▲

2
7
5
）
】

交
通

安
全

対
策
特

別
交
付

金
5
1
6
（
▲
1
9
）

地
方

特
例

交
付

金
2
,1
6
9
(▲

9
8
）

地
方

譲
与

税
譲

与
金

2
6
,0
01

（
+
2
3
）

国
債

整
理

基
金
特

別
会
計

へ
繰

入 2
9
6
,6
9
5
（
▲

5
,1
3
7
）

予
備

費
等

3
2
（
▲

0
）

他
会

計
よ
り
受
入

1
6
6
,6
3
0
(+
5
,8
4
4
）

〔
う
ち
一

般
会
計

よ
り
受

入
〕

1
6
4
,5
0
7
（
+
5
,1
4
1
）

〔
う
ち
財

投
特
会

よ
り
受

入
〕

1
,5
0
0
（
+
1
,0
0
0
）

〔
う
ち
復

興
特
会

よ
り
受

入
〕

6
2
2
（
▲

2
9
7
）

租
税

4
4
,3
42

（
+
1
,7
1
5
）

借
入

金
2
8
3
,1
2
3
（
▲

1
3
,0
0
0
）

前
年

度
剰

余
金

受
入

等
1
7
,6
75

（
+
3
,0
1
9
）
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：

　

＜
　

一
　

般
　

会
　

計
　

＞
＜

 交
　

付
　

税
　

特
　

会
 ＞

＜
地

方
財

政
収

支
見

通
し

＞

（
　

歳
　

入
　

）
（
　

歳
　

出
　

）

1
6
1
,8

2
3
億

円
1
8
3
,6

1
1
億

円
1
6
9
,5

0
0
億

円
法

定
率

分
　

：

特
例

加
算

（
＋

1
0
,1

8
6
億

円
） -

（
▲

4
,9

2
2
億

円
）

精
算

分
等

：
▲

 7
,6

7
8
億

円

（
－

）

歳
入

・
歳

出
総

額
9
2
.0

兆
円

(＋
1
.4

兆
円

)

（
＋

5
,2

6
4
億

円
）

6
.8

兆
円

(＋
1
.0

兆
円

）

4
5
.5

兆
円

（
＋

1
.6

兆
円

）
　

地
方

税
・
地

方
譲

与
税

地
方

特
例

交
付

金
0
.2

兆
円

（
▲

0
.0

兆
円

）

そ
　

の
　

他
2
7
.0

兆
円

（
＋

0
.3

兆
円

）

そ
　

の
　

他

公
　

債
　

費
1
1
.3

兆
円

（
▲

0
.2

兆
円

）

一
般

行
政

経
費

4
2
.1

兆
円

（
+
0
.6

兆
円

）

（
＋

3
,0

7
3
億

円
）

投
資

的
経

費
1
2
.0

兆
円

（
▲

0
.0

兆
円

）

地
方

交
付

税

1
9
.9

兆
円

（
▲

0
.1

兆
円

）
1
8
.4

兆
円

（
＋

0
.3

兆
円

）

臨
時

財
政

対
策

債
1
.0

兆
円

（
▲

0
.8

兆
円

）

給
与

関
係

経
費

（
＋

0
.1

5
兆

円
）

交
付

税
（
入

口
）

交
付

税
（
出

口
）

一
般

財
源

総
額

（
水

準
超

経
費

除
き

）

6
2
.2

兆
円

地
方

交
付

税
交

付
金

等
：
1
6
3
,9

9
2
億

円
（
＋

5
,1

6
6
億

円
）

＝+

（
注

）
（

）
内

は
対

前
年

度
当

初
増

減
。

計
数

は
四

捨
五

入
し

て
い

る
の

で
、

合
計

に
お

い
て

一
致

し
な

い
場

合
が

あ
る

。

特
別

会
計

地
方

法
人

税

前
年

度
か

ら
の

繰
越

金

特
会

借
入

金
償

還

令
和

５
年

度
地

方
財

政
対

策
の

概
要

2
,1

6
9
億

円

（
▲

9
8
億

円
）

地
方

特
例

交
付

金
：

2
4
.0

兆
円

（
＋

0
.5

兆
円

）

1
.2

5
兆

円

0
.4

兆
円

（
－

）

地
域

デ
ジ

タ
ル

社
会

推
進

費
0
.2

5
兆

円

う
ち

、
地

域
社

会
再

生
事

業
費

地
方

創
生

推
進

費
（
仮

称
）

う
ち

、
補

助
分

2
1
,7

8
8
億

円
（
▲

2
,1

9
1
億

円
）

1
8
,9

1
9
億

円

1
4
,2

4
2
億

円

▲
1
3
,0

0
0
億

円 等

う
ち

、
デ

ジ
タ

ル
田

園
都

市
国

家
構

想

事
業

費
（
仮

称
）

1
.0

兆
円

（
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

利
活

用
特

別
分

＋
0
.0

5
兆

円
）

（
「
ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

事
業

費
」
か

ら
名

称
変

更
）
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不正薬物等への対応を含む水際取締りの厳格化や「農林水産物・食品の輸出拡

大実行戦略」に適切に対処するため、 
・税関における体制整備 
・日本産酒類の海外販路拡大や認知度向上に向けた取組等の輸出促進施策 

などの予算に重点配分。 
 

 
（単位：億円） 

項 目 令和４年度 令和５年度 ４’→ ５’増 減 

財務省関係 

（行政経費） 

＜９,７６０＞ 

８,６６６ 

＜９,９９０＞ 

８,９０２ 

＜＋２３０（＋２．４％）＞ 

＋２３６（＋２．７％） 

（注） ＜ ＞の金額には、デジタル庁への一括計上分が含まれている。 
 

 

 

 

 １ 税関における水際取締強化への対応 

―不正薬物、銃砲、テロ関連物資等のいわゆる社会悪物品等の水際取締りの厳格化と迅速な

通関を確保するため、取締・検査機器等の整備を図る。 

                 令和４年度 令和５年度

○ 税関治安対策経費 １２０．７億円 ⇒１２２．０億円 （＋１．０％）

  ※ 令和４年度２次補正予算において、円滑かつ厳格な税関体制の整備経費（１７．７億円）を 

   計上。 
  

 ２ 酒類業振興関係予算 

―「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」に基づき、日本産酒類の輸出促進施策を実施す

るとともに、国内外の新市場創造に向けた取組を実施する。 

 令和４年度 令和５年度

○ 日本産酒類の新市場創造・輸出 

促進事業費 

１４．２億円 ⇒ １４．６億円 （＋２．８％）

○ 清酒製造業近代化事業費 ６．０億円 ⇒ ６．２億円 （＋３．４％）

○ 酒類総合研究所運営費交付金 １０．１億円 ⇒ ９．７億円 （▲４．２％）

計 ３０．３億円 ⇒ ３０．５億円 （＋０．６％）

  ※ 令和４年度２次補正予算において、酒類事業者の海外販路開拓・ブランディングや酒蔵ツー 

   リズムでの訪日外国人による海外需要の開拓支援（７．０億円）、日本産酒類輸出加速化のた 

   めの需要開拓・海外販路拡大（６．２億円）及び独立行政法人酒類総合研究所施設整備費（１． 

   ０億円）を計上。 

 

財務省関係予算のポイント 

◆予算のポイント 

令和５年度予算編成の基本的な考え方 
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(計数は各々単位未満四捨五入） （ ）

5’

（ ）

（ ）

（主な歳入）

（ ）

（ ）

（主な歳出）

（ ）

（ ）

百万円 （ ）

百万円 （ ）

＜参考＞積立金の残高

令和５年度末（予定） 1兆9,492億円

　１回の地震等による総支払保険金の上限は、12.0兆円である。
　（そのうち、政府の支払保険責任額は、11兆7,713億円)

　　　　　 官民共同保険である地震保険制度の安定的な運営のため、一時的に保険料の配分を
　　　　変更し、近年の地震災害により減少した民間準備金残高の回復を図ることとしている。

令和５年度 地震再保険特別会計予算概算の概要

4 ’ 当 初 予 算 額
（ 伸 率 ）

概 算 額

）

地 震 再 保 険 特 別 会 計
1,090 億円

歳 入
1,100

（
億円

△ 1.0 ％

△ 1.0 ％

再 保 険 料 収 入 802 億円

）
1,090 億円

【 概 要 】

地震等による被災者の生活の安定に寄与することを目的として、民間損害保険会社が負う地震保
険責任を政府が再保険し、再保険料の受入れ、管理・運用のほか、民間のみでは対応できない巨大
地震発生の際には、再保険金の支払いを行う。

億円
歳 出

1,100
（

△ 1.7 ％

雑 収 入 288

億円

億円 1.2 ％

△ 1.0 ％

（注）

人 件 費 81 △ 0.2

そ の 他 8 4.7 ％

再 保 険 費 1,089

事 務 取 扱 費

％

1 億円 0.2 ％

積立金は、巨大地震発生時の「再保険金並びに借入金の償還金及び利子に

充てるために必要な金額」を積み立てているもの。
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＜
主
な
歳
出
増
減
の
内
訳
＞

（
対
４
年
度
当
初
）

・
　
契
約
件
数
の
増
加
率
の
鈍
化
に
よ
る
再
保
険
料
収
入
見
込
の
減
少
に
伴
う
再
保
険
費
の
減
（
▲
1
0
億
円
）

(単
位
：
億
円
）
（
対
４
年
度
当
初
）

（
注
）
計
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
捨
五
入
し
て
い
る
の
で
、
合
計
に
お
い
て
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

地
震
再
保
険
特
別
会
計

1
,0
9
0
（
▲
1
0
）

1
,0
9
0
（
▲
1
0
）

歳
出
純
計
額
か
ら
国
債

償
還
費
、
社
会
保
障
費

等
を
除
い
た
額

歳
出
純
計
額

歳
出
総
額

1
,0
9
0
（
▲
1
0
）

1
,
0
9
0
億
円

（
▲
1
0）

再
保
険
費

1
,0
8
9 （
▲
10
）

事
務
取
扱
費
等

1
（
+
0
）

1
,
0
9
0
億
円

（
▲
1
0
）

再
保
険
料
収
入

8
0
2
（
▲
14
）

雑
収
入

（
預
託
金
利
子
収
入
等
）

2
8
8
（
+4
）

【
令
和
５
年
度
歳
入
予
算
】

【
令
和
５
年
度
歳
出
予
算
】
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(計数は各々単位未満四捨五入） （ ）

（ ）

（ ）

【概要】

（主な歳入）

（ ）

（ ）

（ ）

（注） （ ）

（ ）

（主な歳出）

（ ）

（ ）

百万円 （ ）

百万円 （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

＜参考＞ 積立金の残高

令和５年度末（予定） 8,905億円

令和５年度 財政投融資特別会計（財政融資資金勘定）予算概算の概要

4 ’ 当 初予 算額
（ 伸 率 ）

5 ’ 概 算 額

事 務 取 扱 費 60

人 件 費 3,743 0.3

財政融資資金へ繰入 兆円 52.0

（注）   上下水道コンセッションの導入を促進するための補償金免除繰上償還に伴う利子収入
　　　 の減少の補塡に充てるために投資勘定から受け入れることとしている。

％国債整理基金特別会計へ繰入 11 兆 4,398 億円 △ 49.4

2,286 3.9 ％

諸 支 出 金 2,556 億円 △ 0.7 ％

億円 皆 増一般会計へ繰入(防衛)

52.0 ％

2,510 億円

％

皆 増

％

12

億円 1.6

△

そ の 他

％

　 積立金は、毎会計年度の剰余金（損益計算上の利益に相当）が生じた場合、将来生じうる
損失に備えるために積み立てているもの。

9,016 億円
歳 出

47 兆 8,552 億円
（△ 50.1

財 政 融 資 資 金 よ り 受 入 10 兆 8,351 億円

財政投融資計画の一環として、財投債で調達した資金等を原資に、国の特別会計や地方公共
団体、政府関係機関、独立行政法人などに対して貸付けを財政融資資金より実施しており、この
財政融資資金の運用に関する経理を行う。

資 金 運 用 収 入

2,000

△

）
財 政 投 融 資 特 別 会 計
＜ 財 政 融 資 資 金 勘 定 ＞

23 兆 9,016 億円
歳 入

48 兆 625 億円
（

％ ）
23 兆

積 立 金 よ り 受 入

△ 50.3 ％

22.6 ％

他 勘 定 よ り 受 入 0 億円

公 債 金 12

7,851 億円

△ 50.8 ％

兆円

△ 25.3 ％

△
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＜
主
な
歳
出
増
減
の
内
訳
＞

（
対

４
年

度
当

初
）

・
　
財

投
債

の
発

行
額

の
減

少
に
伴

う
「
財

政
融

資
資

金
へ

繰
入

」
の

減
（
▲

1
3
0
,0
0
0
億

円
）

(単
位

：
億

円
）
（
対

４
年

度
当

初
）

※
　
計

数
は

そ
れ

ぞ
れ

四
捨

五
入

し
て
い
る
の

で
、
合

計
に
お
い
て
一

致
し
な
い
場

合
が

あ
る
。

財
政
投
融
資
特
別
会
計
財
政
融
資
資
金

勘
定

1
2
1
,3
3
9
(▲

1
2
9
,9
8
3
）

2
3
9
,0
1
6
(▲

2
3
9
,5
3
6
）

歳
出
純
計
額
か
ら
国
債

償
還
費
、
社
会
保
障
費

等
を
除
い
た
額

歳
出
純
計
額

歳
出
総
額

6
1
（
+
1
）

2
3
9
,
0
1
6
億
円

(
▲
2
3
9,
5
3
6)

財
政
融

資
資
金

へ
繰

入
1
2
0
,0
0
0
（▲

13
0,
0
00
）

国
債
整
理
基
金

特
別
会
計
へ
繰
入

1
1
4
,3
9
8
（▲

11
1,
5
19

）

諸
支
出
金

2
,5
5
6
（
▲
17
）

公
債
金

1
2
0
,0
0
0
（▲

13
0,
0
00
）

財
政

融
資

資
金

よ
り
受

入
1
0
8
,3
5
1
（▲

11
1,
6
61
）

資
金
運
用
収
入

7
,8
5
1
（
▲
2,
2
9
2）

2
3
9
,
0
1
6
億
円

(
▲
2
4
1,
6
0
9)

【
令
和
５
年
度
歳
入
予
算
】

【
令
和
５
年
度
歳
出
予
算
】

積
立

金
よ
り
受

入
2
,5
1
0
(+
2,
5
10
)

他
勘

定
よ
り
受

入
0
（
▲
0
）

雑
収
入

3
0
3
(▲

1
66
）

予
備
費

1
（
－
）

事
務

取
扱

費
6
0
（
+
1
）

一
般

会
計

へ
繰

入
（防

衛
）

2
,0
0
0
（+
2,
00
0）

公
債
等

事
務

取
扱
費
一
般
会

計
へ

繰
入

0
（
▲
1
）
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(計数は各々単位未満四捨五入） （ ）

５’

）

）

（主な歳入）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（主な歳出）

（ ）

（ ）

（ ）

＜参考＞ 基金の残高

令和５年度末（予定） 3兆35億円

国債整理支出（ＧＸ） 億円

兆 8,215 億円 2.9 ％

復 興 債 整 理 支 出 3 兆 5,481 億円 △ 12.5 ％

国 債 整 理 支 出 234 △

皆増1 兆 1,041

令和５年度 国債整理基金特別会計予算概算の概要

４’当初予算額
（ 伸 率 ）

概 算 額

△ 2.6 ％ ）

国 債 整 理 基 金 特 別 会 計
239 兆 4,737 億円

歳 入
245 兆 7,915 億円

（

％ ）
239 兆 4,737 億円

歳 出
245 兆 7,915 億円

（△ 2.6

【概要】

一般会計又は特別会計からの繰入資金等を財源として公債、借入金等の償還及び利子等
の支払いを行う。

他 会 計 よ り 受 入 81 兆 3,404 億円 △ 11.9 ％

23.5 ％

公 債 金 157 兆 5,513 億円 3.0 ％

156 億円 △
う ち 東 日本 大震災 復興
他 会 計 よ り 受 入

うち他特会より受入（ＧＸ） 6 億円 皆増

％う ち 復 興 借 換 公 債 金 3 兆 3,267 億円 △ 13.8
う ち 借 換 公 債 金 （ Ｇ Ｘ ） 皆増1 兆 1,034 億円

（注） 公債金は、復興債借換分等を除き、60年償還ルールに基づいて計算される借換債発行額を計上。

（

（

基金残高は、翌年度以降の国債償還等に充てるため、全額令和６年度の歳
入に繰り入れられるもの。
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を
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額
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事
業
名
︓
⼤
型
Ｘ
線
検
査
装
置
整
備
等
経
費

令
和
５
年
度
予
算
額
28
億
円

（
令
和
４
年
度
予
算
額
28
億
円
）

事
業
の
概
要

指
摘
に

⾄
った
背
景

秋
の
レ
ビュ
ー

等
に
お
け
る

指
摘
事
項

令
和
５
年
度

予
算
等
へ
の

反
映

コ
ン
テ
ナ
貨
物
、
⾃
動
⾞
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
、
⼤
型
機
械
等
、
通
常
の
Ｘ
線
検
査
装
置
で
は
透
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
検
査
対
象
貨
物

を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
、
隠
匿
さ
れ
た
不
正
薬
物
等
の
有
無
を
的
確
か
つ
迅
速
に
確
認
す
る
た
め
に
、
⼤
型
Ｘ
線
検
査
装
置
を
活
⽤
し
て
い

る
。

・
本
事
業
に
お
い
て
は
、
国
内
外
関
係

機
関
や
事
業
者
等
か
ら
の
情
報
量
に
基

づ
く
確
度
と
質
の
⾼
い
選
定
に
よ
る
検

査
対
象
貨
物
の
絞
り
込
み
が
貿
易
円
滑

化
に
寄
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
検
査
対
象
貨
物
の
絞
り
込
み
に
活
⽤

す
る
情
報
⼊
⼿
件
数
を
指
標
設
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
有
⽤
性
を
踏
ま
え
検

討
す
る
。

密
輸
⼿
⼝
が
多
様
化
・
巧
妙
化
し
、
海
上
貨
物
の
取
扱
い
も
急
増
す
る
中
、
海
上
貨
物
の
検
査
を
⾏
う
⼤
型
X線

検
査
装

置
に
つ
い
て
、
効
果
検
証
の
在
り
⽅
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
事
業
の
⽬
的
の
⼀
つ
と
し
て
「
貿

易
円
滑
化
の
推
進
」
も
掲
げ
ら
れ
て

い
る
な
か
、
⼀
連
の
検
査
時
間
の
効

率
化
な
ど
、
当
該
⽬
的
へ
の
効
果
に

つ
い
て
も
、
他
の
事
業
も
参
考
に
し

つ
つ
、
定
性
的
な
も
の
も
含
め
た
ア

ウ
ト
カ
ム
指
標
を
設
定
し
適
切
に
検

証
す
べ
き
。

検
査
の
効
果
的
・
効
率
的
な
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
X線

画
像
の
解
析
を
⾏

う
職
員
の
資
質
・
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
、

AI
等
の
先
進
技
術
の
活
⽤
も
有
⽤
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
海
外
の
事

例
も
研
究
し
つ
つ
、
こ
う
し
た
技
術

の
導
⼊
を
含
む
検
査
の
質
の
向
上
に

つ
い
て
、
不
断
の
取
組
を
⾏
う
べ
き
。

・
引
き
続
き
、
現
地
へ
の
職
員
派
遣
や

海
外
調
査
の
実
施
等
を
通
じ
て
海
外
の

先
進
的
取
組
の
把
握
に
努
め
る
。

・
有
⽤
な
技
術
や
海
外
事
例
が
あ
れ
ば

導
⼊
を
検
討
し
、
検
査
の
質
の
向
上
に

つ
い
て
不
断
の
取
組
を
⾏
う
。

密
輸
の
取
締
り
を
⾏
う
事
業
の
性
質

上
、
情
報
の
開
⽰
が
難
し
い
部
分
は

あ
る
が
、
本
装
置
に
よ
る
取
締
り
の

効
果
に
つ
い
て
不
断
な
検
証
及
び
検

証
結
果
の
反
映
が
重
要
で
あ
る
。

・
現
状
、
機
器
の
活
⽤
状
況
の
把
握
及

び
分
析
、
新
た
な
機
器
の
情
報
収
集
や

検
証
な
ど
を
踏
ま
え
た
評
価
等
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
。

・
引
き
続
き
不
断
の
⾒
直
し
を
⾏
い
、

効
果
的
・
効
率
的
な
配
備
・
運
⽤
に
努

め
る
。
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